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この二宮尊徳先生の木象嵌は、昭和 52年

に小田原市内の各学校に送られたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作者はこの道一筋 70年、小田原市南町に

お住まいだった内田定次さんです。内田さん

は、木象嵌作りの名人として、その腕前を日

本はもとより広く海外でも認められた方でし

た。 

 縁あって、私は内田さんと何度かお会い

し、木象嵌の話や子供の頃の話などを伺う中

で、仕事にかける真摯な態度、熱意、職人魂

に心を惹かれていきました。 

小学校の高等科を卒業した内田さんは、そ

の頃の多くの子供達がそうだったように、中

学校への進学をあきらめ、仕事を見つけなく

てはなりませんでした。色々な体験や多くの

関わりの中から内田さんは、自分を生かす道

は図画・工作だと考え、大好きな絵と物作り

を生かした木象嵌の道に進もうと決心したそ

うです。しかし、仕事に就くと仲間がどんど

ん上達していくのを見て、悔しくて悔しく

て、辞めてしまおうと何度も何度も思ったそ

うですが、その度に『仲間と比べることはや

めよう。自分の特技が生かせるこの道で頑張

ろう』と、自分に言い聞かせ、自分を信じて

修行に励み努力を重ねていったそうです。そ

して、何年も何年もかけて腕を磨いていった

のです。 

 内田さんは、私にこう話をされました。

『自分は、決して器用な方ではないが、この

仕事が自分を生かす道だと思った。だからこ

そ、自分に納得のできる作品を作ろうと、精

一杯取り組んでいる。鋸も小刀も道具は全て

自分で作る。良い作品を作るには、とことん

こだわることだ。木象嵌を作っている時が本

当の自分の姿だ。』 

この作品は、内田さんが 57歳全盛期の作

品です。 

内田さんが最も仕事に油が乗っていた時期

に、なぜ尊徳先生の作品を作り各学校に寄贈

してくださったのか。私はこう思うのです。 

一つは、『万象具徳』、二宮尊徳先生の教え

です。この世の全ての人やもの（万象）は、

それぞれが独自のよさ・力（徳）を身につけ

ている。その徳を互いに認め合い、磨き、磨

き合い高め合って、よりよい生活、よりよい

人生、よりよい社会を築いていこうというも

のです。尊徳先生を尊敬していた内田さんの

職人人生は、正に万象具徳を貫いた生き方だ

ったと思います。内田さんが持っている絵や

物作りの力（徳）を生かし、木象嵌作りの名

人となった内田さんの尊徳先生への感謝の気

持ちの表れだと思います。 

もう一つは、小田原の子供達に、内田さん

のように人やもの、様々な出来事との関わり

を大切にして、それぞれ歩む道は違っても一

人一人が持つ徳を磨いて充実した人生を送っ

てほしいという願いがあったのだと思うので

す。 

尊徳先生の教えと内田さんの生き方に感銘

を覚えると共に、子供達が自ら徳を磨き高め

る支えとなることが、私たち教師の使命であ

ると、この作品は語りかけているように思え

てなりません。 

 

 

万象具徳 先人の教え 

 
教育研究所長 栁下 正祐 
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１ はじめに 

平成２７年３月に文部科学省は学習指導要領

の一部を改正し、従来の「道徳」を「特別の

教科 道徳」として位置づけた。「特別の教

科 道徳」の実施を小学校は平成３０年度、

中学校は平成３１年度とし、教科書に基づく

授業が行われるようになる。平成２７年７月

には、新たな学習指導要領解説も公開された。 

そこで、教育指導の重点の１つとして「豊

かな心の育成」を掲げる小田原市として、先

進的に道徳教育の研究を進めることは意義あ

るものと考え、本研究を立ち上げた。 

研究員は小学校４名、中学校２名の計６名で、

５月に研究がスタートしたばかりである。研

究を進める上での注意点として、次の２点に

ついて、研究員全員で確認した。 

①疑問に思うことは、そのままにせずお互

い出し合うこと。 

②文部科学省等の最新情報を随時取り入れ

ていくよう、アンテナを高くすること。 

 

２ 研究の目的 

 「特別の教科 道徳（道徳科）」の指導と

評価について研究を深め、成果を発表するこ

とで、市内教員の指導力の向上を図る。 

 

３ 主な研究の内容 

① 指導法について 

小田原市として「考え、議論する道徳」と

は、どのような授業なのかを明確にしていく。

「考え」と「議論」を分けて考えて、適切な

場を設定することが重要であると考える。「考

え」とは自分の考えをしっかりと持つ場であ 

 

 

 

 

 

り、「議論」とは、自分の考えを発信したり、

他の考えの受信をしたりする場のことである

と捉えている。この２つを授業に効果的に取

り込む指導法や、「導入・展開・終末」の３

段階に分けた授業構成、中心発問の設定の仕

方、評価につながる振り返り等について研究

を行い、研究発表会で提案できればと考えて

いる。 

② 評価について 

文部科学省では、指導要録等の評価は、数

値による評価ではなく、記述による評価とし

ている。自分と異なる意見を理解し、多面的

に考えようとしているか、資料等の内容を自

分に置き換えて具体的に理解しようとしてい

るかなどに注目するよう求められている。 

子供一人一人が「いかに成長したか」を見

取るために、学校における教育活動すべてに

おいて子どもがどう過ごしてきたかを把握し

なくてはならない。そのためには、日頃の児

童生徒観察だけでなく、客観的な資料とする

ために、アンケート調査が有効ではないかと

考える。 

 学習前と後の変容を客観的に見取ることの

できるアンケート調査の作成やその活用法等

も探っていきたい。 

 

４ おわりに 

本研究は、まだ始まったばかりであるが、

来年度の研究発表会では、小田原版「特別の

教科 道徳 授業モデルおよび評価法」を示

し、４月から授業を行う先生方の参考になる

よう、研究に積極的に取り組んでいきたい。 

 

小さなこころみ 
 

道徳の教科化に伴う指導法と評価に関する研究 
 

共同研究「道徳」研究員 

物部典彦（早川小学校） 富田涼子（桜井小学校） 

中村絵里（片浦小学校） 岸 靖 （矢作小学校） 

川上 貴（白鷗中学校） 片倉孝裕（国府津中学校） 
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小学校３年の社会科の授業を参観した

ときのことです。地域の安全を守っている

人の活動や施設の役割について、一人一人

が調べたことをグループの友達に伝え、さ

らに「クラスのみんなに知らせたい大事な

こと」を話し合って決める場面でした。子

供達は、地域の地図を囲みながら真剣に話

し合っています。 

グループの司会を務めていた子が「うち

のグループは、（地図を指しながら）ここに

ある信号をみんなに知らせるっていうこと

でいい？」と話をまとめようとしたとき、

「うーん。わからないんだけど。」と、Ａ児

がつぶやきました。Ａ児が自分の考えを言

おうかどうしようか迷っていると、司会は

「正直に言っていいよ。」と優しく発言を促

しました。「正直に言うと、私はカーブミラ

ーについて知らせたい。カーブミラーがあ

ると、たくさんの人が気をつけてくれて安

全になると思う。」と、Ａ児は自分の考えを

発言することができました。 

私は、Ａ児の「うーん。わからないんだ

けど。」という発言がとても素敵だと思いま

した。Ａ児は、自信がなくて不安を感じな

がらも、話し合いのリーダーシップをとっ

ている子の意見に流されず、自分の思いを

言えたからです。Ａ児が何か言いたそうに

している様子に気付いて、「正直に言っても

いいよ。」とＡ児の背中を押してあげた司会

の発言にも温かさを感じました。 

 さらに、カーブミラーのよさに気づいて

いなかったＢ児は、「カーブミラーを選んだ

のはどういう理由なの。」とＡ児に問い返し 

 

 

ました。Ａ児が「カーブミラーが付いてい

るところって…。」と説明しかけると、Ｂ児

は「カーブのところだ。カーブの先は見え

ないけど、見えるようになるから安全なん

だね。」とひらめいたように言いました。司

会の子が「この地域はカーブが多いから、

カーブミラーが安全を守っているというこ

とだね。」と言ってまとめると、Ｂ児も納得

した表情で「いいと思う。」と賛成しました。

話し合いを通して、Ａ児もＢ児も「自分の

考えを聞いてもらえてよかった。」「友達の

考えを聞いて、自分では気付けなかったこ

とに気付けてよかった。」という、伝え合い

学び合うことのよさを感じることができた

のではないでしょうか。 

この学級の子供達のように、友達の考え

をよく聞き、自分の考えとはちがってもま

ずは受け止め、さらに自分の考えを再構成

しようとする姿が見られるのは、日頃から

担任の先生が話し方や聞き方を形式的に指

導しているのではなく、子供達に「もっと

知りたい」「みんなで一緒に考えたい」とい

う学びへ向かう力を育てているからだと思

います。 

現在、国で検討が進められている学習指

導要領改訂の方向性（案）において、「他者

との協働や外界との相互作用を通じて、自

らの考えを広げ深める、対話的な学びの過

程」の実現が、授業改善の視点として示さ

れています。Ａ児のように「うーん。わか

らないんだけど。」と自分の疑問を友達に投

げかけることができるような力を育ててい

くことも必要だと感じた授業でした。 

 

 
ある教室から                    
 

「わからないんだけど」から深まる話し合い 

教育指導課指導主事 

堀 田 亜 衣 
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１ はじめに 

  昨年度までは国語や算数･数学の学習指

導法についての研修であったが、今年度は

学校種や教科、教員の経験年数等に関係な

く多くの教員対象となる研修にするため、

標記の研修テーマとした。そこで、本研修

のテーマに迫るために、今年度は「授業の

ユニバーサルデザイン」の考え方を取入れ

ながらテーマに迫ることにした。（以下ユニ

バーサルデザイン＝ＵＤとする） 

 

２ 第１回学習指導法研修会 

実施日 平成２８年６月３０日（木） 

場 所 小田原アリーナ大会議室 

受講者 小学校２５名、中学校１１名 

講 師 星槎大学大学院准教授 

阿部 利彦 氏 

３ 研修の概要 

（１）教育のＵＤとは 

  より多くの子供達にとって分かりやすく、

学びやすく配慮された教育のデザインであ

る。 

（２）教育における３つのＵＤ 

 ①授業のＵＤ化 ②教室環境のＵＤ化 

 ③人的環境のＵＤ化 

（３）授業のＵＤ化３本柱（「視覚化」「焦点

化」「共有化」）に基づく５つのテクニッ

ク 

 ①「ひきつける」（視覚化） 

  ・教室前面の掲示物を少なくし、余計な

視覚情報を減らす。 

  ・一度に扱う子供の考えは１つだけにす

る。一度に多くの情報を与えられても

処理できない。 

・１つの考えを深く解釈することで自分 

 

 

 

の考えとの相違点や類似点を意識する

ことができる。 

 ②「むすびつける」（視覚化・焦点化） 

  ・子供の関心がある分野、得意な分野に

むすびつける。 

  ・既習事項や子供が知っていることとむ

すびつける。 

  ・子供が発した言葉を使ってむすびつけ

る。 

 ③「方向づける」（焦点化） 

  ・子供を「とまどわせない」ということ

である。「考えること」、「悩むことと」、

「とまどうこと」は違う。 

  ・子供の「まちがい」は宝の山。誤答が

現れたからこそ可能となる学びがある。 

 ④「そろえる」（共有化） 

  ・「おいて行かれる」子供を作らないよう

皆の理解をそろえる工夫をすること。 

  ・「そろえる」ための雰囲気づくり→「わ

からない」「できない」に正直になれる

クラス。 

⑤「わかった」と実感させる 

  ・「自分の力でやり遂げた」と感じさせる。 

・達成できたことについて仲間に認めて 

もらう機会をつくる。 

・学習したことを活かすチャンスをつく

る。 

 

 ※第２回研修会は小中学校別に本テーマに

沿った授業研究を行います。 

 ・小学校 平成２８年１１月２１日（月） 

   授業者 酒匂小 森 雄大 教諭 

 ・中学校 平成２８年１１月１８日（金） 

   授業者 橘中  新居田 薫 教諭 

                学習指導法研修会 

  ～どの子も【分かる・できる】をめざした授業づくり～ 
 

  教育指導課指導主事 

                                  綾 部 敏 信 
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「児童生徒指導、授業力向上について研

修を深めることで、小田原市立小・中学校

教員としての自覚を高め、今後の教育活動

に活かすこと」を目的とした小田原市初任

者研修会を、平成２８年８月２２日（月）

に尊徳記念館で実施ました。今年度の初任

者研修会は、小学校２４名、中学校１６名、

計４０名の先生方が受講しました。 

当日は、先輩の実践発表として、報徳小

学校、剱持明日香教諭と、白山中学校、山

本さやか教諭を迎え、「教科指導・児童生徒

指導で大切にしていること」をテーマとし

た実践発表をしていただきました。お２人

の先生とも、初任者だった頃から現在に至

るまでの体験談や、これまでの経験から、

子供達と向き合い日々実践している上で大

切にしていること、初任者の先生方への伝

えたいこと等、終始笑顔で発表されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、小・中学校にわかれ、実践発表

を聞いて感じたことや９月からの指導で力

を入れていきたいことについて、グループ

協議を行いました。グループ協議には剱持

教諭と山本教諭にもご参加いただき、協議

の中で出た日頃の児童生徒指導や授業につ

いて、アドバイスをしていただきました。

最後に研修相談員からまとめの話をして閉

会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

初任者の先生方の振り返りシートには、

「先輩方の話を聞き、失敗や不安は自分だ

けではないのだと感じた。」「今、自分にで

きることを一生懸命やりたい。」「子供のよ

いところに目を向け、良いところをしっか

りとほめることがいかに大切かわかった。」

「学級経営は集団を育て、その中で子供達

を成長させることを心がけていきたい。」等、

これまでの自分の振り返りと、これからの

具体的な目標が書かれていました。 

初任者は教師１年目ではありますが、子

供達にとっては年齢や経験に関係なく、誰

もが同じ「先生」です。教育のプロとして、

志を高く持つとともに、小田原市の教育指

導の重点のひとつ「教職員の資質・指導力

の向上」に掲げている「子供を見捨てない

先生」「子供ありきの先生」として、目の前

の子供達に寄り添っていただけたらと思い

ます。 

                  初任者研修会 

～自分を信じて、夢を持ち続ける教師に～ 
 

教育指導課指導主事 

                                 北村 しのぶ 
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接遇マナー、接遇のためのコミュニケーションについて考え、そ

れらを身につけることを通して、教職員、社会人としての資質を

高め、実践力の向上を図ることを目的に実施しているマナーアッ

プ研修会は、今年で３年目を迎えました。各学校の代表者による

「マナーアップ研修Ⅰ」の後、各学校で実施している「マナーア

ップ研修会Ⅱ」の成果と課題についてまとめたものをお伝えしま

す。今後もマナーアップについての意識が定着するよう、さらに

研修の充実をめざしていきま

マナーアップ研修会  

 

 

 

 

田 

見る、感じる、学ぶ、やってみる！ 
～今後の教育研究所事業を紹介します～ 

 
◇共同研究「児童生徒の読書に関する研究」公開研究会 

内容 期日 授業者 

平成２７・２８年度 ２年間の研究の成果

を発表する。 

授業公開 「詩のボクシングにチャレンジ

しよう」（仮） 

１２月８日（木） 白山中学校 土井 智香子 教諭 

◇おだわら未来学舎  「教職員としての実践力をみがき、教育への情熱を高める」 

回 内容・講師 期日 場所 

第

３

回 

『これからの支援教育について』（仮） 

星槎大学大学院 

准教授 阿部 利彦 先生 

１１月１８日（金） 小田原市役所 大会議室 

第

４

回 

『企業のトップが語る未来学舎 

～人を大切にした経営理念～』（仮） 

ヤマトホールディング株式会社 

取締役相談役  瀬戸 薫 氏 

平成２９年 

１月１３日（金） 
小田原市役所 大会議室 

 

 
小田原教育 第125号 発行日 平成28年10月21日  発行者 教育研究所長 栁下 正祐 
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＜成果＞ 

・私たちの職業も、人に接する仕事なので、おもてなしの心を大切にしていくことの大切さを改め

て感じることができた。 

・相手に、ただ「こんにちは」といったあいさつをするだけでなく、日常の様子などを一言添える

ことによって好感をもたれるというのは確かである。どんな言葉をかけたらよいか考え、実践す

ることができた。 

・保護者をはじめとする来校者への対応について、ホスピタリティの精神と、身だしなみや表情、

姿勢、態度等の重要性について、再確認することのできる研修となった。 

＜課題＞ 

・学校への来客を考えたとき、誰がどのような用件でみえたのか、どう接客するのか、またいろい

ろな状況下での保護者からの要求や電話に十分対応ができるのかなど、不安が残る。即座に対応

できるマナーを今後も研修していく必要がある。 

・演習の中で、こういう時はどう対応したらよいか等の話も出ていた。若い職員も多いので、具体

的な対応の仕方を今後も確認していくことが大切である。 

・具体的な場面を設定していくことで解決策を探っていかれるようなスキルを身につけていきたい。 
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